
鬼をやっつけろ～
鬼は～外！ 福は～内！
　2月3日、市内各地で節分祭が行われました。佐原保育所では
かわいい鬼のお面をかぶった園児たちの前に本格的な鬼が何匹も
出現。あまりの怖さに泣いてしまったり、逃げ出してしまったり
する園児が多い中、鬼を追い払おうと懸命に豆まきする勇敢な園
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画面中央のサークル内に「広
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市
民
協
働
最
前
線

見
川
北
地
区
は
利
根
川

沿
い
の
広
大
な
田
園
と

丘
陵
地
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
、

旧
豊
浦
村
に
由
来
し
ま
す
。
往お

う

古こ

は
一
帯
が
香
取
海
で
、
利
根

川
下
流
域
最
大
の
大
塚
山
古
墳

は
有
力
豪
族
が
支
配
し
た
証あ

か
し

で

す
。
ま
た
海
上
、
香
取
の
郡
境

鎮
護
を
司
っ
た
古
社
、古こ

刹さ
つ

は
、

分
野
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
恒
例
事
業
と
し
て
は
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
芸
能
祭
、
道

路
愛
護
活
動
、
高
齢
者
交
流
サ

ロ
ン
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
、

広
報
活
動
な
ど
で
す
。
特
に

「
北
地
区
芸
能
祭
」は
開
催
26
回

を
数
え
、
1
0
0
組
の
老
若
男

女
が
歌
謡
、
民
謡
、
踊
り
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
、
会

場
を
満
面
の
笑
み
に
包
み
ま

す
。「
来
年
も
ま
た
来
る
よ
」が

新
た
な
力
と
な
り
ま
す
。

　
進
む
少
子
高
齢
化
、
大
切
な

こ
と
は「
人
の
気
遣
い
」で
す
。

家
族
意
識
を
持
っ
て
温
も
り
の

あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

小
見
川
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
年
月
：
平
成
23
年
11
月

会
長
：
髙
橋　
五
嗣
男 （一ノ
分
目
新
田
）

▲北地区芸能祭

ふれあいを第一に

設立年月：平成24年2月
会長：髙橋　秀明（佐原二）

▲北佐原ふれあいグラウンドゴルフ大会

あ
ち
ゃ
ん
、
次
は
、
僕

の
番
だ
よ
ね
。
も
う

打
っ
て
も
い
い
か
な
あ
？
」

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
あ
の
人

が
ボ
ー
ル
を
マ
ー
ク
し
て
か
ら

ね
。
さ
っ
き
は
、
強
く
打
ち
過

ぎ
て
、
ず
い
ぶ
ん
行
き
過
ぎ
た

か
ら
、
少
し
加
減
し
て
打
ち
な

さ
い
よ
」・
・
・「
ヤ
ッ
タ
ー
！

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
だ
よ
」

　
今
日
は
、待
ち
に
待
っ
た「
第

15
回
北
佐
原
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
で
す
。
2

週
間
続
い
た
週
末
の
台
風
の
心

配
も
な
く
、
雲
一
つ
な
い
秋
空

の
下
、
風ふ

う
こ
う
め
い
び

光
明
媚
な
横
利
根
閘こ
う

門も
ん
ふ
る
さ
と
公
園
を
会
場
と
し

て
、
小
学
生
、
先
生
、
父
母
、

祖
父
母
な
ど
三
世
代
・
四
世
代

に
わ
た
る
北
佐
原
地
区
の
住
民

3
2
7
人
の
参
加
が
あ
り
、
41

組
に
も
お
よ
ぶ
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
平
成
11
年
か

ら
有
志
に
よ
り
各
種
団
体
の
協

力
を
得
な
が
ら
続
け
て
き
た
行

事
で
す
。
平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
の
年
だ
け
中
断
し
ま
し

た
が
、
翌
年
か
ら
は
、
北
佐
原

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
体
と

な
り
、
平
成
26
年
も
63
人
の
実

行
委
員
会
を
設
置
し
、
6
月
か

ら
検
討
、
準
備
を
し
て
、
10
月

18
日
に
開
催
す
る
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
は
、
特
に
児
童
に
よ
る

司
会
、
進
行
、
競
技
の
記
録
係
、

表
彰
式
の
成
績
発
表
な
ど
、
行

事
へ
の
積
極
的
参
加
を
得
て
、

手
作
り
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
積

極
的
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
参
加
者
の
喜
ぶ
顔
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
地
域
住
民
の
ふ

れ
あ
い
を
第
一
に
各
種
の
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
髙た

か
橋は
し

　
秀ひ
で

明あ
き（

佐
原
二
）

�
�【

協
議
会
会
長
】

　
住
民
自
治
協
議
会（
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
い
う
呼

び
名
を
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
）は
、
現
在
市
内

に
18
協
議
会
あ
り
ま
す
。
活
動
内
容
は
、
そ
れ
ま
で
の

地
域
活
動
を
発
展
さ
せ
た
も
の
や
、
そ
の
土
地
な
ら
で

 

髙た
か
橋は
し

　
五い

嗣つ

男お 

（
一
ノ
分
目
新
田
）

�

【
協
議
会
会
長
】

は
の
ア
イ
デ
ア
に
あ
ふ
れ
た
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
。

そ
れ
ら
の
活
動
の
一
端
を
、
各
協
議
会
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す（
年
２
回
、
順
々
に
各
協
議
会

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）。

小

ば

住民自治協議会

現場リポート
File 2

香
り
高
い
稲
作
文
化
を
育
ん
で
き

た
歴
史
で
す
。
そ
の
源
泉
は
先
人

の
知
恵
と
地
域
の
力
で
す
。

　

こ
れ
を
次
代
に
継
承
し「
笑
顔

で
つ
な
が
る
み
ん
な
の
ま
ち
」を

目
指
そ
う
と
、
40
年
前
に
組
織
し

た
地
区
連
協
を
母
体
に
平
成
23
年

か
ら
新
た
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
人
口
約

5
0
0
0
人
、
8
つ
の
町
内
会
、

各
種
団
体
を
包
含
し
た
も
の
で

す
。
主
な
活
動
は
、地
域
の
自
慢
、

誇
り
な
ど
の
長
所
を
伸
ば
し
、
自

助
、
共
助
、
公
助
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
。
健
康

福
祉
、
防
災
安
全
、
道
路
環
境
、

教
育
ス
ポ
ー
ツ
、
産
業
、
郷
土
文

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
7
つ
の

▲高齢者交流サロン
（ミニデイサービス）

▲青少年スポーツ大会
（ヘルスバレー）

北佐原まちづくり協議会

笑
顔
で
つ
な
が
る
地
域
に

「

ま
ち 

の 

あ
し
た 

を 

デ
ザ
イ
ン 

す
る
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宮
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
津
宮
地
区
の
住
民

を
会
員
と
し
、
33
団
体
69
人
の

委
員
（
区
長
会
や
消
防
団
な

ど
）、の
べ
65
人
の
5
部
会
（
総

務
広
報
、
地
域
振
興
、
子
ど
も
、

福
祉
健
康
、
安
心
安
全
）、
30

人
の
理
事
に
よ
り
組
織
さ
れ
、

協
議
会
規
約
や
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
基
づ
き
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
誰
と
で
も
親
し
く
笑
顔
で
ま

ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
各
団
体
の
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
継
承
・
進
化
さ
せ
、
新

た
な
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
津
宮
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ラ
ジ

オ
体
操
会
」事
業
は
、
そ
れ
ま

で
各
区
単
位
だ
っ
た
ラ
ジ
オ
体

操
を
一
カ
所
に
集
合
し
て
実
施

し
た
も
の
で
、
一
昨
年
に
始
め

ま
し
た
。
小
学
校
の
校
庭
に
参

加
者
が
一
堂
に
会
し
た
こ
と
で
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
住
民
相
互

の
交
流
が
自お

の

ず
と
図
れ
ま
し

た
。
7
月
の
10
日
間
に
、
延
べ

9
0
0
人
と
い
う
多
く
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
が
、
住
民
の
皆

さ
ん
の「
郷
土
へ
の
愛
着
」か
ら

来
る「
誇
り
」や「
優
し
さ
」の
現

れ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
津
宮
は
鎌
倉
時
代
に
開
発
さ

れ
た
村
で
す
が
、
言
い
伝
え
に

よ
れ
ば
、
古
く
は
神
話
の
時
代

に
、
経ふ

津つ

主ぬ
し
の

命み
こ
と

が
東
国
平
定
の

折
に
金
の
鷹
に
案
内
さ
れ
、
銚

子
沖
か
ら
香
取
の
海
（
現
在
の

利
根
川
）
を
遡
上
し
て
津
宮
の

鳥
居
河
岸
に
降
り
、
香
取
の
亀か

め

甲が
せ
山や
ま
に
陣
を
敷
い
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
か
ら
明
治
時

代
に
は
十
返
舎
一
九
や
与
謝
野

晶
子
と
い
っ
た
多
く
の
文ぶ

ん
人じ
ん

墨ぼ
っ

客か
く
が
訪
れ
、
旺
盛
な
文
化
交
流

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
津

宮
六
景
」
と
も
称
さ
れ
る
風ふ

う
光こ
う

明め
い
媚び

な
地
で
す
。

　
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街

道
の
街
、
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
の

城
門
に
、「
歩
み
入
る
者
に
安

ら
ぎ
を
、
去
り
ゆ
く
者
に
幸
せ

を
」
と
い
う
言
葉
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
安

ら
ぎ
は
平
和
で
あ
り
、
幸
せ
は

安
全
・
健
康
」
で
し
ょ
う
か
。

住
民
の
皆
さ
ん
が
、
津
宮
地
区

に
住
む
人
の
た
め
に
ど
ん
な
に

小
さ
な
活
動
で
も
よ
い
の
で
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ
な
く
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

Q行政の窓口はどこに？

 

久く

ぼ

き
保
木
　
德め
ぐ
み（
津
宮
）

【
協
議
会
会
長
】

人が集う豊かな郷土へ�

◀早朝の清々しい空気の中、
　み～んなでラジオ体操

自
分
た
ち
の
命
は
、

　
　
　
　
自
分
た
ち
で
守
る

災
・
防
犯
部
会
は
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
を
目
標
と
し
て
、
防
災
マ
ッ

プ
の
作
成
お
よ
び
各
戸
配
布
、

千
葉
県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー
で

の
体
験
学
習
会
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
発
足
か
ら
3
年
目
を
迎

え
た
昨
年
の
9
月
に
は
八
都
小

学
校
を
会
場
に
し
て
、
1
0
0

人
が
参
加
す
る
防
災
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
で
は
、
消
火
器
の
取
り

扱
い
の
説
明
を
受
け
た
後
、
水

が
入
っ
て
い
る
訓
練
用
の
消
火

器
を
使
っ
て
一
斉
に
初
期
消
火

を
行
い
、
消
火
器
を
使
っ
た
こ

と
が
な
い
参
加
者
に
と
っ
て
は

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
土
の
う
の
作
り
方
と
積

み
方
の
実
技
指
導
が
あ
り
、
災

害
時
の
備
蓄
用
に
2
0
0
袋
作

製
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
つ
の

訓
練
と
並
行
し
て
、
炊
き
出
し

訓
練
も
実
施
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
体
育
館
で
応
急
救

護
訓
練
を
行
い
、
消
防
署
員
と

日
赤
奉
仕
団
の
講
師
か
ら
Ａ
Ｅ

Ｄ
と
応
急
手
当
な
ど
の
実
技
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
含
む
心
肺
蘇
生
法
の
実

技
で
は
、
参
加
者
か
ら
胸
骨
圧

迫
の
深
さ
や
回
数
な
ど
の
質
疑

が
あ
り
、
応
急
手
当
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
参
加
し
て
思
う
こ
と

は
、「
い
ざ
災
害
が
発
生
し
た

時
に
自
分
は
ど
の
よ
う
に
行
動

で
き
る
か
」と
い
う
こ
と
で
す
。

災
害
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ

ど
、
自
助
（
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
）、
共
助
（
力
を
合
わ

せ
助
け
合
う
）
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
守

る
た
め
に
も
、
地
域
の
人
た
ち

と
交
流
が
図
れ
る
防
災
訓
練
に

積
極
的
に
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

八
都
小
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

設
立
年
月
：
平
成
23
年
９
月

会
長
：
宮
崎　
恒
利（
田
部
）

▲防災訓練
（上：消火訓練、下：応急救護訓練）

 

諏す
わ訪

　
正ま
さ
き基（
竹
之
内
）

【
防
災
・
防
犯
部
会
部
会
長
】

Qどうして住民自治協議会が
　つくられるようになったの？
Ⓐそれぞれの地域で、もともと行っ
ていたこと、あるいは今必要とされて
いる取り組みを、その地域に住んでい
る人の手でこの先も持続させるために、
個人や団体、行政などが互いに連携し、
支え合う組織が住民自治協議会です。
　合併後、市のおおもとの計画である

「総合計画」で、香取市は「市民協働に
よる暮らしやすく人が集うまちづくり」
を掲げました。市民と行政、市民と事
業者、市民と市民といったさまざまな

「協働」により、住み良く活気のあるま
ちをつくろうという考えです。これを
実現するためのルールとして、市民の
皆さんの声を聴きながら、「市民協働指
針（かとりの風）」を平成21年3月に策定
しました。
　その指針にのっとり、平成23年3
月に「まちづくり条例」を公布しました。
それぞれが当事者として地域の課題に
目を向け、考え、行動する―この地域
ぐるみの活動の仕組みとして住民自治
協議会を位置づけたのです。それ以降、
市内各所で住民自治協議会が設立され
るようになりました。

自治協
まち協 Ｑ＆Ａ

津

防

津宮まちづくり協議会 設立年月：平成24年5月
会長：久保木　德（津宮）

Ⓐ市役所と各支所に協議会の活動を
支援する部署が置かれています。
問佐原市民活動支援センター ☎（50）1213
　小見川市民活動支援センター ☎（82）1250
　山田市民活動支援センター ☎（78）1051
　栗源市民活動支援センター ☎（75）2112

平成27年3月1日3 広報かとり 特集　市民協働最前線



　
湖
東
小
学
校
と
新
島
小
学
校
は
、

近
年
の
少
子
化
に
よ
り
学
校
の
小

規
模
化
が
進
み
、
教
育
環
境
向
上

へ
の
対
策
が
急
務
で
し
た
。
こ
の

た
め
、
教
育
委
員
会
と
地
域
が
一

緒
に
両
校
の
学
校
統
合
を
検
討
し

た
結
果
、
両
校
は
統
合
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
湖
東
小
学
校
は
、
香
取
市
の
北

部
に
位
置
し
、
田
園
に
囲
ま
れ
た

学
校
で
す
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、

明
治
8
年
八
筋
川
村
に
私
立
学
校

三
島
学
舎
と
し
て
開
校
。
学
制
発

布
か
ら
わ
ず
か
3
年
後
に
開
校
し

た
こ
と
か
ら
、
い
か
に
教
育
に
熱

心
な
地
域
で
あ
っ
た
か
が
う
か
が

え
ま
す
。
そ
の
後
、
校
名
を
「
霞

ケ
浦
の
東
岸
に
あ
た
り
、
東
は
太

湖東小学校沿革
明治  8年　 私立学校三島学舎、八筋川

村に設立
明治  9年　 龍泉寺を仮校舎として千葉

県第十四大区七小区北総香
取郡八筋川学校と称して開校

明治15年　湖東学校と改称
明治26年　現在地に新築移転

明治38年　湖東尋常高等小学校と改称
昭和16年　湖東国民学校と改称
昭和22年　湖東小学校と改称
昭和24年　運動場を拡張
昭和38年　校舎全面改修
昭和39年　 校歌制定　作詞：平山唯夫、

作曲：豊田一雄

昭和45年　プール竣工
昭和51年　 創立100周年記念式挙行、

体育館竣工、記念碑建立
平成  7年　 校舎・屋内運動場竣工、記

念碑建立
平成18年　香取市誕生
平成23年　 東日本大震災により校庭、

校舎、プールが被災
平成24年　 校庭、校舎周りなど災害復

旧工事完了
平成27年　 湖東小学校を閉校し、新島

小学校と統合、記念碑建立

新島小学校沿革
明治32年　 加藤洲学校と扇島学校を併

合し、新島尋常小学校と称
する

明治34年　 現在地に新校舎を建設し、
新島尋常高等小学校と改称

明治35年　大暴風のため全校舎倒壊
明治37年　再建校舎竣工
昭和16年　新島国民学校と改称
昭和22年　新島小学校と改称

昭和34年　校舎改築（新校舎）
昭和36年　新校歌制定
昭和44年　新校庭拡張工事完了
昭和51年　体育館竣工
昭和54年　プール竣工
平成  6年　新校舎竣工

平成12年　創立100周年記念式
平成18年　香取市誕生
平成23年　 東日本大震災、新島中学校

被災のため機能を新島小学
校へ移転

平成25年　 大東分校を統合、スクール
バスを運行

平成27年　 新島小学校を閉校し、湖東
小学校と統合

陽
が
昇
る
方
角
で
、
こ
の
地
の
教

育
が
盛
ん
に
な
る
よ
う
に
」
と
い

う
思
い
を
込
め
て
、
湖
東
小
学
校

に
改
称
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
湖
東
小
学
校
の
児
童
数
は
現
在

47
人
で
、
少
人
数
を
生
か
し
学
年

の
枠
を
超
え
て
取
り
組
む
縦
割
り

清
掃
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
豊

か
な
自
然
環
境
の
中
で
の
体
験
活

動
を
通
し
て
、
思
い
や
り
の
心
を

育
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
も
強
く
、
世
代
交
流

の
場
で
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
集
会
」

や
「
地
域
ぐ
る
み
大
運
動
会
」
に

は
た
く
さ
ん
の
住
民
が
参
加
し
ま

す
。
地
域
の
人
た
ち
は
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
ら
ず
学
校
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
子
ど
も

た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　
新
島
小
学
校
も
水
郷
地
帯
に
位

置
し
、
歴
史
の
あ
る
学
校
で
す
。

明
治
32
年
に
加
藤
洲
学
校
と
扇
島

学
校
を
併
合
し
て
、
新
島
尋
常
小

学
校
と
称
し
、
そ
の
後
、
明
治
34

年
に
現
在
地
に
新
校
舎
を
建
設

し
、
新
島
尋
常
高
等
小
学
校
が
開

校
。
当
時
は
4
年
間
の
義
務
教
育

で
し
た
。
翌
明
治
35
年
9
月
に
は
、

大
暴
風
の
た
め
新
校
舎
が
全
て
倒

壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
自
然
災
害
に
あ
っ
て
も

く
じ
け
る
こ
と
な
く
、
2
年
間
、

地
域
の
各
寺
院
に
分
散
し
て
授
業

を
続
け
た
そ
う
で
す
。

　
新
島
小
学
校
の
児
童
数
は
現
在

83
人
。
平
成
24
年
度
か
ら
体
育
の

器
械
運
動
の
技
能
と
、
体
力
の
向

上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
統
合
後

も
湖
東
小
学
区
の
子
ど
も
た
ち
と

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
更
な
る
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
両
校
統
合
に
向
け

た
準
備
を
行
う
た
め
、「
湖
東
小

学
校
・
新
島
小
学
校
統
合
準
備
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
校
歌
・
校

旗
の
作
成
や
特
別
支
援
教
室
の
改

修
、
駐
車
場
・
遊
具
の
整
備
、
机

や
椅
子
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　
地
域
に
支
え
ら
れ
た
輝
か
し
い

両
校
の
歴
史
は
幕
を
下
ろ
し
、
ま

た
、
新
し
い
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。

　新島小学校では月に1回、「おらんだ楽隊」の皆さん
による授業があり、「笛」「小太鼓」「大太鼓」を教えて
もらいました。地域とのかかわりを大切にしたいので一
生懸命練習し、昨年は、香取神宮「式年神幸祭」で演奏
しました。
　4月からは新しい友達が増えるのでうれしいです。統
合後も同じようにみんなと勉強や遊びがしたいです。ま
た、力を合わせて新しい学校をリードしていきたいです。

　湖東小学校では、年に1回、校舎の中庭で保護者と
いっしょに給食を食べる「湖東ランチ」という行事が
ありました。中庭がある学校は少ないのでとても貴重
な思い出です。
　4月からは新島小学校のみんなと一緒になり、大人
数で勉強や遊びができるので楽しみです。6年生とい
う最高学年となるため、心配もありますが、早く環境
に慣れ、低学年のお世話ができたらと思います。

ありがとう湖東小･新島小

問教育総務課　☎（50）1220

宮本翼さん
（5年生代表）

伊坂武
た け

流
る

さん
（5年生代表）

▲明治26年ころから学校にかけられて
　いる木額

児童たちを見守ってきた二
にのみや

宮尊
そんとく

徳像

昭和63年（1988）の航空写真

昭和26年の写真

両校は統合し、4月から新生「新島小学校」がスタートします
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こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産

の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
6
つ
の
重
点
目
標

◇
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

◇
放
火
防
止
対
策
の
推
進

◇
特
定
防
火
対
象
物
に
お
け
る
防

火
安
全
対
策
の
徹
底

◇
製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
の
推
進

◇
多
数
の
観
客
が
参
加
す
る
行
事

に
対
す
る
火
災
予
防
指
導
な
ど
の

徹
底

◇
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

■
住
宅
火
災
か
ら
い
の
ち
を
守
る

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

3
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

4
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設

置
す
る

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協

力
体
制
を
つ
く
る

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
4
年
が
経

過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
震

は
、
台
風
な
ど
の
風
水
害
と
は
違

い
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
く
ら

い
の
規
模
で
発
生
す
る
の
か
予
測

が
難
し
い
災
害
で
す
。
地
震
の
発

生
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
被
害
を
最
小
限
に
で
き
る
よ

う
、
日
頃
か
ら
の
備
え
を
再
確
認

し
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
付

け
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
か
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

命
を
守
る
行
動
を

■
地
震
発
生
直
後

◇
頭
を
守
る
な
ど
身
の
安
全
を
確

保
し
ま
し
ょ
う

◇
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

◇
火
の
元
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

◇
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
余
震

の
情
報
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

■
避
難
す
る
際
に
は

◇
狭
い
路
地
、
塀
ぎ
わ
、
崖
や
川

べ
り
な
ど
危
険
な
場
所
に
は
近
寄

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

◇
非
常
持
出
品
を
持
ち
、
動
き
や

す
い
服
装
に
し
ま
し
ょ
う

◇
路
上
で
車
か
ら
離
れ
る
場
合

は
、
キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
に
し
、

ド
ア
は
ロ
ッ
ク
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う

■
地
域
や
周
り
の
人
と
の
協
力

　
ケ
ガ
な
ど
の
処
置
、
建
物
の
倒

壊
や
落
下
物
な
ど
で
下
敷
き
に

な
っ
た
人
の
救
出
、
隣
近
所
で
火

が
出
た
家
が
あ
る
と
い
っ
た
場
合

は
、
大
き
な
声
で
周
り
の
人
を
呼

ぶ
な
ど
し
て
、
地
域
や
周
り
の
み

ん
な
で
協
力
し
て
応
急
救
護
・
救

出
活
動
・
初
期
消
火
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■
日
頃
か
ら
の
備
え

◇
家
族
間
の
連
絡
方
法
・
避
難
場

所
の
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

◇
家
具
な
ど
の
転
倒
、
落
下
防
止

対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

◇
消
火
器
や
消
火
用
水
の
用
意
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う

一
斉
帰
宅
の
抑
制

　
地
震
な
ど
に
よ
る
災
害
が
発
生

す
る
と
、
公
共
交
通
機
関
が
運
行

を
停
止
し
、
帰
宅
が
困
難
な
状
況

が
発
生
し
ま
す
。
多
く
の
人
が
一

斉
に
帰
宅
を
始
め
る
と
、
火
災
や

崩
落
建
物
な
ど
に
よ
り
負
傷
す
る

恐
れ
が
増
し
危
険
で
あ
る
ほ
か
、

救
急
・
救
助
活
動
の
妨
げ
と
な
り

ま
す
。

　
災
害
発
生
時
は
む
や
み
に
移
動

を
開
始
せ
ず
、
落
ち
着
い
た
行
動

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

災
害
発
生
時
に
は
災
害
用

伝
言
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を

　
東
日
本
大
震
災
で
は
、
家
族
な

ど
と
の
安
否
確
認
の
電
話
が
殺
到

し
、
県
内
で
も
電
話
が
つ
な
が
り

に
く
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
災
害
の
発
生
時
で
も

家
族
や
知
人
と
の
安
否
確
認
な
ど

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
が
災
害

用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
は
、
毎

月
1
日
と
15
日
な
ど
に
体
験
利
用

が
で
き
ま
す
の
で
、
使
用
方
法
を

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

�

（
1
7
1
）

　
震
度
6
弱
以
上
の
地
震
な
ど
の

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き

に
、
被
災
地
の
人
が
「
1
7
1
」

の
番
号
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
自

宅
の
電
話
番
号
宛
て
に
音
声
に
よ

防災行政無線の放送内容は
電話で確認できます

■電話の自動音声案内
　フリーダイヤルを新たに設置しました。
　次の電話番号に電話することで、直前24時間以内に放送
した内容を自動音声案内により確認することができます。

0120-971-088（通話料無料）
　また、携帯電話へのメール配信サービスや市ホームページ
への掲載も行っていますので、利用ください。
　なお、メール配信サービスへの登録方法
は、QRコードを読み取るか、市モバイルサ
イトの緊急情報ページをご覧ください。

http://www.city.katori.lg.jp/mobile/

防災行政用無線戸別受信機
1年に1度は電池交換を
　戸別受信機は市からの貸与
品です。第三者への譲渡や転
貸しは禁止で、善良な管理の
下に使用することと決められ
ています。
　電池の液漏れによる故障が
多く発生しています（この場
合修理代は使用者負担となります）。乾電池の赤いランプが
点滅している場合は、電池の交換が必要になります。点滅し
ていなくても、1年に1度は新しい電池と交換してください。

自主防災組織をつくろう
　自主防災組織とは、地域住民が自主的に連携して防災活動
を行う組織のことです。組織として役割分担や連絡網ができ
ていれば、助け合いがしやすくなります。特に、一人暮らし
の高齢者や幼い子どもを抱える家庭では、災害時の避難が困
難になる場合があるので、地域で協力することが大切です。
　まだ自主防災組織を設立していない地域は、この機会に設
立を検討ください。
　新設の自主防災組織は、市から20万円を限度として、ヘ
ルメットや担架などの防災用資機材の支給が受けられます。
自主防災組織を新設する場合は、ぜひ相談ください。

る
安
否
情
報
を
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
電
話
番
号
を
知
っ
て

い
る
人
で
あ
れ
ば
、
全
国
か
ら
再

生
が
で
き
ま
す
。

　
一
般
電
話
、
公
衆
電
話
、
携
帯

電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
利
用
が
で
き
ま
す
。

問
総
務
課　
☎

（50）
1
2
0
1

問
香
取
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

　
消
防
本
部
予
防
課　
☎

（52）
1
1
9
2

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
　
3
月
1
日
～
7
日

も
う
い
い
か
い

火
を
消
す
ま
で
は 

ま
あ
だ
だ
よ

問総務課　☎（50）1201

QRコード

地
震
だ
！
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〈広告〉 〈広告〉

　
全
世
帯
を
対
象
と
し
て
5
年
ご

と
に
行
わ
れ
る
総
務
省
所
管
の

「
国
勢
調
査
」
が
、
10
月
1
日
、

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
市

で
は
、
こ
の
調
査
に
従
事
し
て
い

た
だ
け
る
調
査
員
を
募
集
し
ま

す
。

■
対
象　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
人

◇
平
成
27
年
9
月
1
日
現
在
、
満

20
歳
以
上
の
人
で
調
査
活
動
が
で

き
る
健
康
な
人

◇
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な
ど
、

秘
密
の
保
持
が
で
き
る
人

◇
警
察
、
税
務
、
選
挙
活
動
に
直

接
関
係
が
な
い
人

■
募
集
期
間　
4
月
30
日
㈭
ま
で

■
募
集
数　
約
2
0
0
人

■
従
事
期
間　
8
月
下
旬
～
10
月

下
旬

■
業
務
内
容

◇
8
月
…
調
査
員
事
務
説
明
会

◇
9
月
…
調
査
票
配
布

◇
10
月
…
調
査
票
回
収
・
提
出

■
報
酬　
1
調
査
区
（
約
50
世
帯

平成27年国勢調査
調査員募集

前
後
）
で
3
万
8
千
円
程
度

※
調
査
対
象
件
数
な
ど
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
報
酬
額
は
国
の
基
準

に
よ
り
ま
す

■
登
録
の
通
知　
応
募
し
た
人
に

は
、
市
で
審
査
し
た
後
、
5
月
下

旬
に
「
登
録
統
計
調
査
員
へ
の
登

録
の
可
否
」
お
よ
び
「
平
成
27
年

国
勢
調
査
調
査
員
へ
の
選
任
予
定

の
可
否
」
を
通
知
し
ま
す
。

※
調
査
員
の
登
録
状
況
、
調
査
員

の
人
数
に
よ
り
選
任
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す

■
申
込　
企
画
政
策
課
ま
た
は
各

支
所
地
域
班
に
設
置
し
て
あ
る
応

募
用
紙
、
ま
た
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
「
登
録
申
込
書
」
お
よ
び
「
意

向
確
認
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

〒
2
8
7
‐
8
5
0
1　
佐
原
ロ

2
1
2
7　
企
画
政
策
課

http://w
w

w
.city.katori.

lg.jp/02profile/tokei/tokei_
chousain.htm

l

山田支所、栗源支所の
日直業務を廃止

　山田支所および栗源支所の日直業務では、土
曜日の午前中のみ、事前予約による住民票の交
付や死亡届の受け付けなどを実施してきました
が、利用件数が少ないことなどから、3月31日
をもって、日直業務を廃止します。
　なお、閉庁時の電話による問い合わせは、市
役所本庁の日直へ転送されます。
　また、本庁および小見川支所の日直業務は、
これまでどおり、土・日曜日、祝日（8時30分
～17時15分）に実施しますので、利用を希望
する人は、本庁または小見川支所をご利用くだ
さい。当該地域の皆さんには、ご不便をお掛け
しますが、ご協力をお願いします。

問総務課　☎（50）1201

事務所名 対応状況

市役所本庁 すべての休日で日直対応
（8時30分～17時15分）小見川支所

山田支所 土・日曜日、祝日および
12月29日～1月3日の間、閉庁
※閉庁日の電話問い合わせは本
庁へ転送されます栗源支所

■4月1日以降の日直業務

交通遺児手当を支給
しています

　市では、交通遺児手当を7月、11月、3月の
年3回支給しています。
　新たに手当の支給を希望する人は、申請が必
要です。現在受給中の人は、手続き不要です。
■対象
　市内に居住し、交通事故により、父母の一方
または両親が死亡した（あるいは重度の障害の
状態になった）児童・生徒（中学校卒業まで）
を扶養している人
※未就学児童は該当しません
■支給額
◇小学生…月額3,000円
◇中学生…月額4,000円
■申請に必要なもの
　印鑑、交通事故証明書、世帯全員の住民票の
写し、申請者と遺児記載の戸籍謄本、死亡診断
書、申請者名義の金融機関預金口座番号（郵便
局を除く）
■支給開始時期
　認定された月から支給

問環境安全課　☎(50)1248

　
佐
原
野
球
場
ナ
イ
タ
ー
設
備

は
、4
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間
、

1
団
体
に
つ
き
月
2
回
ま
で
使

用
で
き
ま
す
。

　
ナ
イ
タ
ー
設
備
の
使
用
を
希

望
す
る
チ
ー
ム
は
、
次
の
期
間

中
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
複
数
の
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
と
な
り

ま
す
。
抽
選
会
は
毎
月
第
3
火

曜
日
の
17
時
30
分
か
ら
香
取
市

民
体
育
館
会
議
室
で
行
い
ま

す
。抽
選
会
に
欠
席
の
場
合
は
、

申
し
込
み
が
無
効
と
な
り
ま
す

（
時
間
厳
守
）。

■
申
込
期
間
／
抽
選
日

◇
4
月
分
…
3
月
15
日
㈰
ま
で

／
抽
選
3
月
17
日
㈫

◇
5
月
分
…
3
月
18
日
㈬
～
4

月
19
日
㈰
／
抽
選
4
月
21
日
㈫

◇
6
月
分
…
4
月
22
日
㈬
～
5

月
17
日
㈰
／
抽
選
5
月
19
日
㈫

◇
7
月
分
…
5
月
20
日
㈬
～
6

月
14
日
㈰
／
抽
選
6
月
16
日
㈫

◇
8
月
分
…
6
月
17
日
㈬
～
7

月
19
日
㈰
／
抽
選
7
月
21
日
㈫

◇
9
月
分
…
7
月
22
日
㈬
～
8

月
16
日
㈰
／
抽
選
8
月
18
日
㈫

◇
10
月
分
…
8
月
19
日
㈬
～
9

月
13
日
㈰
／
抽
選
9
月
15
日
㈫

■
夜
間
照
明
使
用
料

　
30
分
間　
1
7
0
0
円

佐
原
野
球
場
ナ
イ
タ
ー
設
備

使
用
抽
選
会
を
行
い
ま
す

問
香
取
市
民
体
育
館　
☎

（55）
1
2
9
0

問企画政策課　☎（50）1206

香取市佐原イ2943　☎52－4545
http://www.yamaken.ne.jp/

㈱山本住建
ヤ マ ケ ン

リフォームのことならなんでもおまかせ下さい ！

どこに頼んでよいかわからない工事

建築工事業知事許可第25690号

お電話
下さい! いちごの杜  観光いちご園 いちご狩り

●全施設バリアフリー！車椅子のお客様も安心してご利用いただけます。土を使わない養液栽培で衛生的！

●立ったまま楽に摘み取りができます！章姫・紅ほっぺの２種類をご用意。４０分の食べ放題！

●朝採れトマトやいちごの杜のいちごを使用したイチゴジャム販売中！

●駐車料金無料　乗用車４０台・大型バス２台

TEL:70-8221香取市大角 1730-1
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〈広告〉

のこと
かんガエル
ごみ

問環境安全課　☎（50）1248

家庭ごみの分け方・
収集日ポスターを配布

　4月から「ごみ収集カ
レンダー」と「家庭ごみ
の分け方」が新しくなり
ます。
　自治会経由で3月から
配 布 し て い ま す が、 ア
パート住まいなどで自治
会に入っていない人は配
布されない場合がありま
す。市役所、各支所で配
布していますのでお求め
ください。
　ごみは収集日の朝8時
までに決められた分別で、決められた場所に、決められ
た袋で出してください。

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告

　
平
成
26
年
分
の
所
得
税
・
復
興

特
別
所
得
税
、
贈
与
税
、
住
民
税

（
市
県
民
税
）
の
申
告
書
の
提
出

期
限
は
、3
月
16
日
㈪
ま
で
で
す
。

ま
た
、
平
成
26
年
分
の
個
人
事
業

者
の
消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
3
月

31
日
㈫
ま
で
で
す
。

　
故
意
の
無
申
告
者
な
ど
に
対
し

て
は
、
厳
し
い
罰
則
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
申
告
が
必
要
と

な
る
人
は
必
ず
提
出
期
限
ま
で
に

申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
所
得
税
・
復
興
特
別
所

得
税
、
贈
与
税
、
個
人
事
業
者
の

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
提
出
期

限
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
と
な

り
ま
す
。

　
納
税
は
、
便
利
な
口
座
振
替
納

税
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
振
替
利
用
者
の
振
替
納
付
日

◇
所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の

確
定
申
告
分
…
4
月
20
日
㈪

◇
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
分
…
4
月
23

日
㈭

法
人
設
立
な
ど
の
申
告

　
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
の
あ

る
法
人
、
ま
た
は
寮
や
保
養
所
な

ど
の
施
設
が
あ
る
法
人
は
、
法
人

市
民
税
の
課
税
対
象
で
す（
公
共・

公
益
法
人
な
ど
や
法
人
で
な
い
社

団
・
団
体
で
も
課
税
対
象
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　

こ
れ
ら
の
事
務
所
や
事
業
所
、

施
設
な
ど
を
開
設
し
た
場
合
は
、

20
日
以
内
に
設
立
の
申
告
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
解
散
・
廃
止
・
休
業
・

移
転
し
た
場
合
や
、
代
表
者
・
事

業
年
度
・
資
本
な
ど
の
金
額
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
も
税
務
課
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
書
の
用
紙
は
税
務
課
窓

口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
添
付
書
類　
登
記
事
項
証
明
書

（
写
し
可
）、
定
款
の
写
し

軽
自
動
車
な
ど
の
手
続
き

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
の
所
有
者
（
登
録
者
）
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
住
所
を
市
外
に

異
動
し
た
り
、
バ
イ
ク
や
軽
自
動

車
を
譲
っ
た
り
廃
棄
し
た
り
し
た

場
合
、
手
続
き
を
し
て
い
な
い
と

登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ

　四輪車などの軽自動車税は、新規登録（その車両が
初めて車両番号の指定を受けること）の日に応じて平
成27年度以降の税率が異なります。
　なお、原動機付自転車、二輪車、小型特殊自動車の
税率について、広報かとり平成26年12月15日号で、
平成27年度から引き上げの記事を掲載しましたが、
平成27年度税制改正により1年延期（平成28年度か
ら適用）となる見込みです。

軽自動車税の税額変更
問税務課　☎（50）1242

軽自動車
車種区分

税率（年額）
現行税率

※1
新税率

※2
経年重課税率
(Ｈ28年度～)

※3
三輪 3,100円 3,900円 4,600円

四輪乗用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

四輪貨物
営業用 3,000円 3,800円 4,500円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

※1　3月31日以前に新規登録
　　   →現行税率（登録後13年まで）
※2　4月1日に新規登録→平成27年度から新税率
　　  4月2日以降に新規登録→平成28年度から新税率
※3　平成28年度に経年重課税率が適用される車両
　　  →平成14年以前に新規登録された車両

■軽自動車の税額変更表

対象になる車の種類 問い合わせ・手続き先

原動機付自転車
（125cc以下）
小型特殊自動車

（フォークリフト、
トラクターなど）

税務課 ☎(50)1242
小見川支所市民福祉班

☎(82)1114
山田支所市民福祉班

☎(78)2113
栗源支所市民福祉班

☎(75)2113

軽二輪
(125cc超～250cc以下)
二輪小型自動車
(250cc超)

千葉運輸支局
☎050(5540)2022

軽自動車四輪乗用
軽自動車四輪貨物用 軽自動車検査協会

千葉事務所
☎050(3816)3114

ま
す
の
で
、
ま
だ
手
続
き
が
お
済

み
で
な
い
場
合
は
、
4
月
1
日
㈬

ま
で
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
車
種
に
よ
っ
て
手
続
き
先
が
異

な
り
ま
す

※
千
葉
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
を
千
葉

県
外
に
名
義
変
更
、
定
置
場
変
更

し
た
場
合
は
、
税
止
め
の
手
続

き
（
軽
自
動
車
申
告
書
ま
た
は
車

検
証
の
写
し
な
ど
を
市
役
所
へ
提

出
）
が
必
要
と
な
り
ま
す

税
に
関
す
る
申
告
・
納
付
は

お
済
み
で
す
か

問
佐
原
税
務
署　
☎

（54）
1
3
3
1

　
税
務
課　
　
　
☎

（50）
1
2
4
2

TEL.（82）2941  小見川駅前  火曜定休

10％還元セール10％還元セール
（クレジットカードの場合は6%還元）

期間　3/1～3/30
•アルビオン
•イグニス
•エレガンス
•ディシラ

•クレ･ド･ポー･ボーテ
•ベネフィーク
•キリョウ
•マキアージュ　等々

取扱いブランド

〈広告〉〈広告〉

仏事仏事
個別相談会個別相談会

お葬式に関して、お客様のご要望に合わせて個別にご相談をお受けいたします。
葬祭ディレクター・全総連事前相談員・終活カウンセラーの資格を
もった専門の相談員がお待ちしております。

会場：セレモニーきうち  佐原北口ホール

お問合せは 0120-52-4441 まで

無料3/16
月

9時～12時 お葬式お葬式勉強会勉強会
この機会に、費用のこと、準備すべきことなどを、セミナー形式で勉強しましょう ！
内容 ： ①家族葬について　②お葬式の費用について
　　　③お葬式で大切なこと　etc...

会場：セレモニーきうち  佐原北口ホール

0120-52-4441

無料4/1水
10時～11時30分

お問合せ
お申込み

先着
15名様
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平成27年3月1日まちかど通信 8広報かとり

　講師に全国各地の絵地図を手掛ける絵地図師・散歩屋の高橋美江
さんを招き「目からウロコ！小見川まち自慢」と題した講演会が1月
24日、いぶき館で開催されました。
　講義は非日常を表す「ハレ」（「晴れの舞台」や「晴れ着」など特別
な場面で使われる）と、日常を表す「ケ」という言葉を使って展開され、
受講者に「頭を柔軟にし、まちを歩くと興味を引く「ケ」がゴロゴロ
転がっている。それを検証していくと、いろいろな発見があり、おも
しろい」と小見川のまちを楽しむコツを伝授しました。

▲楽しい絵本に赤ちゃんたちは夢中に

▲食の「ケ」は地域性がよく出るという話に、納得

「ハレ」と「ケ」を見つめよう
　佐原中央図書館による「赤ちゃんと楽しむ絵本とわらべうたの会」
が1月22日に、佐原中央公民館で行われました。
　お父さんお母さんからの語りかけは、赤ちゃんの心の栄養になる
といいます。今回は、読み継がれてきた絵本3作品と、親しみのあ
るわらべうた7曲を赤ちゃんに聞かせました。参加したお母さんは

「昔からあるわらべうたに触れられるよい機会と思い参加しました。
ほかのお母さんやお子さんと交流ができてよかった」と話してくれ
ました。

語りかけは心の栄養
赤ちゃんと楽しむ絵本とわらべうたの会「小見川まち自慢」講演会

楽しくホットなまちの話題をご紹介

▲和気あいあいと手際よく作業をこなす女性たち

　▲市特産のサツマイモを生地にたっぷり練り込んだ
　　芋まんじゅう

心を込めた ふっくらまんじゅう
　震災で大きな被害のあった岩手県山田町と継続的に交流をしていたやまだ元気隊と商工
会女性部。岩手県三陸海岸の復興イベント「宮古・下

しも
閉
へ

伊
い

冬の産直まつり」（1月25日開催）
に参加するため、1月23日に1,000個の芋まんじゅうを山田公民館で作りました。
　岩手県津波被災地への特産品や芋まんじゅうのお届けは、「手作りのものや香取市で採れ
た特産品を味わっていただき、元気になってもらいたい」という思いから始まり、今回で4
回目になります。
　調理室は、せいろからの蒸気とにぎやかに作業をする女性たちの熱気に満ちあふれていま
した。
　イベントでは、三陸の海産物などが並ぶなか、芋まんじゅう、香取市産のさつまいも・ご
ぼうの販売や配布のほか、甘酒を振る舞いました。三陸の人々とのふれあいのなかで震災に
より大きな被害を受けた両地域の交流は今後も続きます。

岩手県へ特産品をお届け

▲イベントでは揚げたてさつまいもスティックのほか香取
市の特産品をＰＲ（写真は落花生のつかみ取り）
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安寧願い厄払い
荘
しょう

厳
ごん

寺
じ

で大般若経六百巻の転
てん

読
どく

　1月28日は不動明王の初不
動の日。荘厳寺では約30年
ぶりとなる大般若経六百巻
の転読が行われました。経典
は僧侶や檀徒総代12人（1人
あたり50巻）が囲んだ状態
で、一斉に読まれました。ま
た、転読の最中には護摩法要
も同時に行われ、参加者は今
年一年の家内安全などの願
掛けをしました。
　住職の根本量

りょう
識
しき

さんによ
ると、経典各巻の表

ひょう
紙
し

裏には
寄付者名が書かれており、寛
政9年当時の新宿地区の世帯
をおおよそ伺い知ることが
できるそうです。

▲経典を一斉にめくり、全体を読んだことに
　する転読

自分で作ればおいしさ倍増
おみっこくらぶ　竹ごはん作り

　県立水郷小見川少年自然の家のおみっこくらぶでは初めてのプログ
ラムとなる、竹筒にお米を入れて作る「竹ごはん作り」が2月1日に
野外炊さん場で行われました。
　参加した26人の子どもたちは4班に分かれ調理を開始。ご飯を炊く
際に出る煙でみんな涙が止まらず悪戦苦闘しましたが、いっしょに
作った豚汁とともに、無事完成させることができました。竹筒を開け、
ご飯をよそっていると「おいしそ～！」と歓声が。冬真っ只中での調
理でしたが、ほかほかのご飯とあつあつの豚汁で体の芯まで温まりま
した。

栗源の祭典、ふたたび
香取市民文化祭栗源会場（さつき館）

　栗源地区で、待望
の栗源市民センター

「さつき館」の竣工
記念を兼ね、1月31
日、2月1日 に 市 民
文化祭が開催されま
した。
　新しい会場では、
書道、絵画、陶芸な
どの作品展示のほ
か、ホールでは舞踊、
カラオケ、ダンスな
どの発表も行われました。特に会場を沸かせたのは栗源ではおなじみ
の齋木貞夫さんの安

やす
来
き

節
ぶし

。滑稽なドジョウすくいで「何度見ても笑っ
てしまう」と会場を笑いの渦に巻き込みました。ホール内は立ち見客
もいるほどで大盛況のうちに幕を閉じました。

▲熟練の安来節

赤
あかさか

坂 颯
そう

馬
ま

くん
1歳9カ月（大戸）
パパ 慎一さん
ママ 香織さん

歌と踊りが大好きな
甘えん坊くん♪

坂
さかもと

本 芽
め い

生くん
1歳9カ月（大戸）
パパ 潤さん
ママ 里美さん

じーたんと電車が
大～好き！

高
たか

柳
やなぎ

 凛
り こ

子ちゃん
1歳9カ月（大戸）
パパ 友嘉さん
ママ 恵理子さん

おしゃべり大好き！
モリモリ食べる元気娘♡

久
く ぼ き

保木 彩
あや

花
か

ちゃん
1歳9カ月（津宮）
パパ 久徳さん
ママ 秋代さん

仲良し3姉妹の末っ子で
す。いたずら大好き♡

髙
たかはし

橋 つむぎちゃん
1歳9カ月（大倉）
パパ 勇樹さん
ママ 美智子さん

音楽に合わせてダンスする
のが大好きです！

◀竹の外側はすすで真っ
黒になりましたが、中を
開けると真っ白に輝くご
飯が

▲難しい火加減の調整
や立ち込める煙と闘い
ながら最後まで火の当
番を務めあげました

ちゃんとまっすぐ飛ぶかな？
竹トンボ作り教室　山田児童館

　ナイフを使わず安
全に作れる竹トンボ
作り教室が、1月25
日に山田児童館で開
かれました。
　この竹トンボは、
竹の羽を紙やすりで
削って形を整え、火
であぶりながら羽に
ひねりを加えたあと
竹串に刺して完成で
す。均等な重さにな
るように正確に削ることと、しっかりひねって羽に角度をつけること
がよく飛ぶ竹トンボを作る秘訣。仕上げに思い思いの模様や文字を書
き入れたオリジナル竹トンボを、子どもたちは楽しそうに何回も飛ば
していました。

▲力を入れ過ぎないのが飛ばすコツ
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秘密厳守・夜間対応可問合せ0299-91-1171
神栖ひまわり基金法律事務所

弁護士 瀧　 智英（茨城県弁護士会所属）
弁護士 谷本 雅晃（茨城県弁護士会所属） 茨城県神栖市大野原4-7-11

鹿島セントラルビル新館5階

借 金 の 整 理 離 婚 ・ 相 続

金 銭 問 題

不 動 産・建 築各種民事・家事事件

破 産 過 払 金

3月
 1 2 3 4 5 6 7
 8 9 10 11 12 13 14
 15 16 17 18 19 20 21
 22 23 24 25 26 27 28
 29 30 31

 日 月 火 水 木 金 土

（香取市）、袋お囃子保存会など
香取市手をつなぐ親の会����

☎090（3478）4291

無料相談

境界・表題登記の無料相談

■日時　3月4日㈬　10時～15時
■場所　千葉地方法務局香取支局
■相談内容　境界・表題登記に関す
ること
千葉県土地家屋調査士会香取支部
　片野� ☎（58）3112

法律無料相談

■日時　3月18日㈬　13時～16時
（要予約）
■場所　佐原信用金庫本店
■相談内容　土地・家屋、金銭貸借・
保証、遺産相続・贈与、離婚、借入
問題など
佐原信用金庫お客様相談室　

☎（54）2144

建築無料相談

■日時　3月21日㈷　10時～15時
■場所　佐原中央公民館
■相談内容　建築に関することなら
何でも
千葉県建築士会香取支部　林

☎（55）1012

税理士による
税の無料相談
　相談日前日までに各税理士事務所
へ予約ください。
◇3月9日㈪　佐原税理士法人佐藤
公彦（北3-8-6）� ☎（52）2511
◇3月23日㈪　野村勲税理士事務
所（南原地新田353）� ☎（80）0558
※税理士や税理士法人と顧問契約を
している人はご遠慮ください
千葉県税理士会佐原支部税務支援
対策部　佐藤� ☎（52）2511

行政書士会による
無料相談

■日時　3月14日㈯　13時～16時
30分（予約不要）
■場所　旭市青年の家（旭市ニ5127）
■相談内容　官公署提出許認可申
請、相続、遺言、農地転用など
千葉県行政書士会東総支部　寺村

☎0479（63）7813

《地域一番の品揃え ！》
きもの

☎83－1089 ☎83－1239

4月生、生徒募集
学年一緒、7人までの
一斉授業をしない学習塾

まゆショッピングセンター駐車場前
アワノ学習教室　☎52-9765

〈広告〉

■場所　栗源市民センター「さつき
館」1階図書室
■参加費　無料
栗源生涯学習担当� ☎（75）2171

初心者絵画教室・
小見川絵画クラブ合同作品展

■日時　3月10日㈫～15日㈰　9時
～17時（15日は15時まで）
■場所　小見川市民センター「いぶ
き館」1階市民ギャラリー
■内容　油絵、水彩画など約60点
■入場料　無料
小見川生涯学習担当�☎（82）1193�������������������������

Ｋ
キーファ
ＩＦＡ国際交流パーティー

■日時　3月15日㈰　11時～15時
■場所　佐原商工会議所4階大ホール
■内容　日本語スピーチコンテスト、
日本文化体験（お茶、書道、餅つき）、
素敵な景品が当たる抽選会
■定員　50人（先着順）
■参加費　300円（小学生以下無料）
3月6日㈮までに電話で国際交流協

会事務局（市民活動推進課内）　
☎（50）1261

県立水郷小見川少年自然の家
田んぼの楽校

■対象　新小学1年生～6年生
■期日　4月25日㈯、5月9日㈯、7
月25日㈯、9月12日㈯、10月10日㈯
■場所　市内の田んぼ、水郷小見川
少年自然の家
■内容　米作りと自然環境を楽しく
学びます（田植え、稲刈り、かかし作
り、生き物観察など）
■定員　40人
■参加費　3,000円（全5回分）
3月15日㈰から電話で県立水郷小

見川少年自然の家� ☎（82）1343

全国障害者芸能フェスタ　
和太鼓演奏

■日時　3月15日㈰　13時30分～
　開場13時
■場所　東総文化会館（旭市ハ666）
■入場料　1,000円（中学生以下無料）
■出演団体　YAMADA星太鼓（香取
市）、縄

じょう
樂
らく
座
ざ
（香取市）、香取鼓

こ ね こ
音呼会

以下の罰金）
○犬が人をかんだときは保健所へ届
け出をし、かんだ犬が狂犬病の疑い
がないかどうか獣医師の検診を受け
させること（20万円以下の罰金）
動物愛護や管理に関する施策
○マイクロチップの装着の普及啓発
○被災動物の救護体制の整備など
動物の適正な取扱い
○動物を飼う場合は、終生飼えるか
どうかの判断を慎重に行うこと
○飼い主は、周辺住民に迷惑をかけ
ないようにすること
千葉県健康福祉部衛生指導課　　

　☎043（223）2642

鴨川シーワールド
３月は香取市民感謝月間
　入園料金が割り引きされます。
■対象　市内在住者
■実施期間　3月1日㈰～31日㈫
■入園料金
◇4歳～中学生�1,000円（通常1,400円）
◇高校生以上� 2,000円（通常2,800円）
■入園方法　入園チケット売り場で
香取市在住であることがわかるもの
（運転免許証、保険証など）を提示
鴨川シーワールド�☎04（7093）4803

講座・教室

ウオーキング教室

■日時　3月14日㈯　9時～正午　
雨天中止
■集合場所　佐原中央公民館前
■参加費　300円（当日受付）
東総歩こう会　小早志�☎（54）2467

千葉県野球協会香取支部
審判講習会
　審判技術の向上のため、講習会を
開催します。
■日時　3月22日㈰　9時～16時　
受付8時30分～
■場所　茨城県立神栖高校野球場
■参加費　2,000円（昼食代含む）
千葉県野球協会香取支部事務局　
宇井� ☎（78）1178

催･し
語るべぇ栗源
絵本の読み聞かせ
　楽しいバルンアートもあります。
■対象　幼児・小学1～3年生と保護者
■日時　3月14日㈯　10時～

Event Schedule
イベントスケジュール

佐原中央公民館� ☎（55）1151

○香墨会書道展　
　3月10日㈫13時～15日㈰16時
○木曜会絵画展
　3月17日㈫13時～22日㈰16時

佐原文化会館� ☎（55）1161

○佐原公民館祭り
　3月7日㈯10時～、8日㈰10時30分～

いぶき館� ☎（82）1123

○初心者絵画教室・小見川絵画クラブ合同
　作品展
　3月10日㈫9時～15日㈰15時
○小見川文化協会写真部初心者グループ写
　真展
　3月24日㈫13時～29日㈰16時
○ヤマハ音楽教室発表会
　3月29日㈰　13時～15時30分

佐原中央図書館� ☎（55）1343

○えほんのじかん
　3月1日㈰・8日㈰・22日㈰・29日㈰　
　14時～　4歳以上対象
◇今月の休館日
　3月2日㈪・9日㈪～16日㈪・�23日㈪・
　30日㈪
　※9日㈪～16日㈪は蔵書点検

小見川図書館� ☎（80）0511

◇今月の休館日
　�3月2日㈪・9日㈪・16日㈪～21日㈷・
23日㈪・30日㈪
　※16日㈪～21日㈷は蔵書点検

※休日の夜間急病診療当番医の案内も
行っています。当番医の診療時間は19時
から22時までです

健康相談ダイヤル24
0120（110）474
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事例
　アパートなどの賃貸住宅へ入居す
る際には、一般的に賃貸借契約書を
家主と取り交わし、敷金、保証金な
どを支払って入居します。
　ところが、借り主が賃貸住宅を退
去する際に、ハウスクリーニング、
クロス張り替え、畳表替えなどの原
状回復費用として、高額な料金を請
求され、結果、敷金が返金されない、
敷金を上回る金額を請求されたとい
うトラブルが起こることがあります。

問消費生活センター　☎（50）1300

№10消費生活センター通信

敷金を上回る
原状回復費用！

ひとことアドバイス
○入居する際は、退去時のことも頭
にいれ、部屋の状況（床や壁紙、水
回り関連）を記録し、賃貸契約書な
どといっしょに保管しておく。
○退去する際は、必ず、管理会社、
仲介業者など（以下、家主側）の立
会いの下で部屋の現状を確認する。
○退去時に示された原状回復費用の
内訳に納得がいかない場合は、家主
側に説明を求める。また、見積りは
複数の業者から提示してもらうよう
要求する。
○家主側との話し合いによる解決が
難しい場合、民事調停や少額訴訟な
どの手続きもあります。
○困った場合は、消費生活センター
に相談してください。

あなたの結婚のお手伝い‼
たくさんの方が決まっています。お気軽にお電話下さい

初婚・再婚・年齢問わず。

香取市小川554（風土村より5分）
出合の場 高橋 ☎78-4331

本人確認書類で安心・安全
経済産業大臣認定カウンセラー
日本ブライダル連盟・NPO法人加盟

デアイノバ タカハシ

看護師（臨時職員）

■対象
◇看護師の資格を有する人
◇普通自動車運転免許を有する人
◇簡単なパソコン操作（エクセル、ワー
ド）のできる人
■募集数　1人
■業務内容 　各種介護予防事業の
実施など
■雇用期間　4月1日～平成28年3
月31日
■勤務日時　月～金曜日　8時30分
～17時15分（祝日、年末年始を除く）
■勤務場所　市役所
■賃金　時給�1,150円　社会保険
および雇用保険加入
3月16日㈪までに履歴書と免許証の
写しを持参し、高齢者福祉課
� ☎（50）1231

Ｂ＆Ｇ香取市小見川
海洋クラブ新規会員
　海洋性スポーツを通して自然とふ
れあい、クラブ員の豊かな人間形成
と相互の親睦を図ることを目的とした
クラブです。カヌー競技で全国大会
にも出場する、日本代表者が在籍し

ています。また、ツーリング、バーベ
キューなどさまざまな活動も行ってい
ます。
■対象　新小学3年生～6年生　　
■年会費　10,000円　　
■活動日　土・日曜日　午前�（通年）
Ｂ＆Ｇ香取市小見川海洋クラブ
　　　　　���☎080（5074）7351

国税専門官

　国税専門官は、国税局や税務署で、
適正・公平な課税をし、租税収入を
確保するための事務を行います。
■対象
◇昭和60年4月2日から平成6年4月
1日生まれの人
◇平成6年4月2日以降生まれで次に
掲げる人
①大学を卒業した人および平成28年
3月までに大学を卒業見込みの人
②人事院が①と同等の資格があると
認める人
■試験日　第1次試験　6月7日㈰、
第2次試験　7月14日㈫～22日㈬の
うち指定された日
■受験案内　税務署や国税局、人事
院各地方事務局（所）で配布
※人事院ホームページからもダウン
ロードすることができます
■申込
インターネット　4月1日㈬9時から

13日㈪までに人事院ホームページか
ら申し込み
http://www.jinji-shiken.go.jp/

juken.html
郵送・持参　4月1日㈬・2日㈭（消印
有効）に国税局へ郵送、または持参
佐原税務署総務課� ☎（54）1331

自衛官（幹部候補生）

■対象　年齢は平成27年４月１日現
在のもので、日本国籍を有する人
一般・大卒程度試験
　22歳以上26歳未満の人（20歳以
上22歳未満の人は大卒（見込み含
む）、修士課程修了者など（見込み含
む）は28歳未満）
一般・院卒程度試験
　修士課程修了者など（見込み含む）
で20歳以上28歳未満の人
歯科・薬剤科
　専門の大卒（見込み含む）は、20歳
以上30歳未満の人（薬剤は20歳以上
28歳未満の人）
■受付期間　5月1日㈮まで（必着）
■試験日　5月16日㈯・17日㈰（17
日は飛行要員のみ）
※試験会場は受け付け時、または受
験票交付時にお知らせします
自衛隊千葉地方協力本部成田地域
事務所� ☎0476（22）6275

お知らせ
献血にご協力を
お願いします

小見川市民センター「いぶき館」
■日時　3月18日㈬　10時～11時
45分、13時～16時
健康づくり課� ☎（50）1235

佐原中央公民館
■日時　3月27日㈮　10時～11時
45分、13時～16時
佐原ライオンズクラブ　鈴木　��

　　　☎（54）3511

小見川駅南定期駐車場の
貸し出し

■対象　普通乗用車、小型自動車お
よび軽自動車で長さ5.3m、幅2mを
超えないもの
■使用料（月額）
◇市内在住・在勤者…3,000円
◇それ以外の人…4,000円
■申請に必要なもの　印鑑、車検証、
免許証などの身分証明書（市内に勤
務する人は社員証など）
都市整備課� ☎（50）1214

国民年金後納制度で
将来の年金額を増やせます
　後納制度は、過去10年間に納め
忘れた保険料を納付することにより、
将来の年金額を増やすことができる
ものです。
　また、年金を受給できなかった人は
後納制度を利用することで年金を受け
られる場合があります。過去10年以
内に納め忘れがある人は、9月30日
までに後納制度を利用ください。
国民年金保険料専用ダイヤル　

☎0570（011）050
佐原年金事務所� ☎（54）1442

子ども予防接種週間
3月1日～7日
　4月からの入園・入学に備えて、
必要な予防接種をすませ、病気を未
然に防ぎましょう。
健康づくり課� ☎（50）1235

介護家族のつどい
（白ゆりの会）
■対象　認知症の人を介護している
家族、成年後見人制度に関心ある人
■日時　3月20日㈮　13時30分～
15時30分
■場所　市役所3階301会議室　
■内容　成年後見人制度の基礎的な知
識について（講師：円心司法書士事務所）
佐原地域包括支援センター　

☎（50）1231

身体障害者手帳の
障害種別等級の決定誤り
　平成24年4月1日から平成26年6
月11日までの期間に、県が交付した
身体障害者手帳で、障害種別・等級
の決定誤りがありました。
　該当する人にはすでに連絡済みで
すが、手帳の障害種別・等級を確認
する場合、下記の相談専用電話へ問
い合わせください。
■相談専用電話�☎043（223）2310
県障害福祉課�☎043（223）2306

千葉県動物の愛護及び
管理に関する条例が交付
　4月1日から施行されます。主な内
容は以下のとおりです。
飼い主などへの規制（違反した場合
の過料や罰金）
○犬または猫を合わせて10頭以上飼
う場合は、保健所へ多頭飼養の届け
出をすること（5万円以下の過料）
○特定動物が逃げてしまった場合は、
保健所へ届け出をすること（30万円

…フリーダイヤル　 …ファクス　 …メールアドレス　 …ホームページアドレス
…問い合わせ　 …申し込み　 …受け付け　 …応募

募･集
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計／80,927人（− 138）
男／40,034人（−   70）
女／40,893人（−   68）

人口と世帯
2月1日現在（前月比）

世帯数／
　  30,321世帯（ー 17）

編集　香取市役所総務企画部秘書広報課
〒287-8501　千葉県香取市佐原口2127
TEL 0478-54-1111　FAX 0478-52-4566
http://www.city.katori.lg.jp
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　小見川中学校サッカー部は30人で活動しています。
明るく素直な生徒が多く、日々の学校生活や練習を一
生懸命に行っていま
す。今年度は3位、準
優勝とフェアプレー賞
を2度受賞しました。
夏に向けて、優勝でき
るチームになれるよう
頑張ります。

間は、練習時間が短く、思
うような練習ができなかっ
たのですが、夏に向けて基
礎練習をしっかりとやって
いこうと思います。そして、
夏の大会で良い結果を残し
たいです。

　佐原中男子バレーボール部は、部員13人で活動して
います。僕たちのモットーは「一生懸命さ、元気、気合い、
そして試合も他のチームに絶対負けない」です。冬の

礼儀・マナー・感謝全力プレーで好チーム

▲大会でのプレーの様子 ▲基本は走り中学校
部活紹介
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交流館
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小野川

共栄橋

中橋樋橋

雛舟運航区間

小江戸さわら
春祭り会場

町並み観光
乗舟待合所

車両進入禁止区域

規制区域

　当日は、歩行者安全確保のため
小野川両岸歩行者天国を下記区間
において実施しますのでご協力お
願いします。　
■交通規制区間
　本宿側は佐原小学校田宿町側角
地～共栄橋、新宿側は白鳥石材㈱
角地～共栄橋の区間(自転車を押
しての通行は可)

さ
わ
ら
雛
舟
・

小
江
戸
さ
わ
ら
春
祭
り

3月14日㈯・15日㈰開催

さわら雛舟
　各家に伝わるひな人形を展示する

「さわら雛めぐり」イベントの一環と
して、華やかなひな衣装に身を包んだ
お内裏様とおひな様一行が、雅楽の美
しい音色とともに小野川を水上パレー
ドします。
■雛舟運航時間（予定)　
11時、13時30分、15時

小江戸さわら春祭り
　町並み観光駐車場（伊能忠敬記念館
裏）に特設会場を設置し、山車の特別
展示ほか、特設ステージ上で佐原囃子
の演奏と手踊りなどを行う「小江戸さ
わら春祭り」も同時開催します。
　会場内には地域の特産物販売ＰＲテ
ントも並びます。

問水郷佐原観光協会　☎（52）6675

　公民館教室・講座受講生や登録サークル会員が、一年間の学習成果
を発表します。昨年度工事のため中止した舞台発表も再開します。
■場所　佐原中央公民館、佐原文化会館（舞台発表は7日㈯・8日㈰のみ）
■内容　作品展示、体験、プレゼント、試食など
※体験・プレゼント・試食のサービスは、数量や日時が限定されています

1個分

材料12個分
いちご�.................. 12粒
あんこ�................240ｇ
白玉粉�................200ｇ
砂糖�...................... 60ｇ
水�....................... 250cc
片栗粉�....................少々

① いちごは洗い、水気をきり、あんこでくるんでおく（ぬれ布巾だと包みやすい）。
②レンジ用ボールに白玉粉、砂糖、水を入れ、よくかき混ぜる。
③ ②を3分レンジにかけ、外に出してよくかき混ぜる。さらに2分レンジにかける。

外に出してよくかき混ぜる。もう一度レンジに2分かけて、よくかき混ぜる。
④バットに片栗粉を敷き、③を12等分にし、①を形よく包む。

健康づくり課　☎(50)1235

【作り方】

食生活改善
推進員の

エネルギー 134㎉甘ずっぱい春の味覚
電子レンジで簡単おやつ

のおすすめメニュー旬
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誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています
平成27年3月1日市民のひろば 12広報かとり

広報かとりは再生紙を使用しています

佐原公民館祭り

問佐原中央公民館　☎（55）1151

3月6日㈮～8日㈰　
9時～16時30分


